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は　じ　め　に

 この小論に先立ち，「J. S. バッハ作曲『二声インヴェンション』1) の楽曲分析と演奏解釈」2) 
と題し，「第1番　ハ長調　BWV7723)」から「第11番　ト短調　BWV 782」までの11曲を，
「豊橋短期大学研究紀要　第2号」から「同第12号」の各号に，それぞれ楽曲分析し演奏解
釈した．また，「第12番　イ長調　BWV 783」から「第15番　ロ短調　BWV 786」までを，
「豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第14号」から「同第17号」に，同じく楽曲分析し演奏
解釈した．続いて，「J. S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し，
「第1番　ハ長調　BWV787」を，「豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第19号」に，楽曲分
析し演奏解釈した．この小論も，それらと同じ観点にたって，「三声シンフォニア」の「第
2番　ハ短調　BWV 788」を取り上げたものである．

楽曲分析と演奏解釈

 「W. F. バッハのための小曲集」4) において，この「Sinfonia 2」に該当する曲はない．

　楽　曲　分　析　（譜15) 参照）
 この曲は，二つの部分からなり，それぞれの部分は，次のような構成になっている．第2
部には，主題は現れない．

01） 「二声インヴェンション」と「三声シンフォニア」という呼び名については，豊橋短期大学研究紀要第
2号「J. S. バッハ作曲『二声インヴェンション』の楽曲分析と演奏解釈」藤本逸子1985年（以下「第2
号における小論」）の「『インヴェンション』について」の項を参照のこと．

02） 作品名・書名・強調語句は，原則として「　　」に入れて表わす．
03） BWV＝ Bach ‒ Werke ‒ Verzeichinis,  W. シュミーダーによる J. S. バッハ作品総目録番号．
04） 「W. F. バッハのための小曲集」については，「第2号における小論」の「『インヴェンション』について」
の項を参照のこと． 　

05） この小論における「Sinfonia 2」に関する楽譜は，Johann Sebastian Bach「Inventionen und 
Snfonien」Urtext (Barenreiter ‒ Verlag. Kassel 1972) を用いている．国内においては，ベーレンライ
ター社の許可を得て，全音楽譜出版社が，印刷出版している．

解　　釈
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第1部　１ ～ 18 6)（18） 第2部　19 ～ 32（14）
　主 題　 1 ～ 4 （4） 　間奏4　19 ～ 22（4）
　間奏1　 5 ～ 6 （2） 　間奏5　23 ～ 24（2）
　間奏2　 7 ～ 9 （2.5） 　間奏6　25 ～ 27（3）
　主 題　 9 ～ 13（4） 　間奏7　28 ～ 29（2）
　間奏3　13 ～ 15（2） 　終 止　30 ～ 32（3）
　終 止　15 ～ 18（3.5）

　各部分における楽曲分析

第1部
　主 題
1 ～ 2  ・ 1 ～ 2 上声部に主題（T）が現われる．（T）は，八分音符の上下する動きで分

散和音を奏でる要素（a），付点四分音符でオクターブ跳躍する要素（b），八分音
符で順次上行する要素（c），（c）の反行形（ c）から成り立っている．

 ・ 1 ～ 2 中声部は，休止している．
 ・ 1 ～ 2 下声部は，（b）の反行形（

b

）で始まり，（ c）が続く．（a）がリズム的
に変化した（a′）と，（c）がリズム的に変化した（c′）がその後をまとめ，上声
部（T）の対旋律のような役目を果たしている．

3 ～ 4  ・ 3 ～ 4 上声部は，（c）と八分音符でモルデント的動きをする（d）から成って
いる．

 ・ 3 ～ 4 中声部に，（T）がある． 1 ～ 2 上声部の（T）を1オクターブ下に置
いている．

 ・ 3 ～ 4 下声部は， 3 初めに主音を鳴らした後，休止する．
　間奏1
5 ～ 6  ・ 5 上声部は，（a′）の後 F音7) を鳴らし，休止する．
 ・ 5 中声部は，休符の後，（c）のリズム的に凝縮した（c/）と，（ c）のリズム的

に凝縮した（ c/）が置かれている．
 ・ 5 下声部は，（a）の後，As 音を鳴らし，その後は休符である．
 ・ 6 は，三声部とも 5 を2度下にゼクエンツしている．
　間奏2
7 ～ 9  ・ 7 ～ 9 上声部は，保続音的 Es 音を長く伸ばした後，（ c/）を4回置き，g 

moll8) の第3音 B音に納まる．

06） 小節数は，数字を□で囲むことによって表わす．例，第4小節め→ 4  ，第3小節めから3第10小節め
→ 3 ～ 10 ．

07） 音名は，原則としてドイツ音名で表わす．例，変ロ音→ B音，嬰ヘ音→ Fis 音．
08） 調名は，原則として，ドイツ音名を用い，ドイツ音名の大文字は長調，小文字は短調を表わす．例，
ハ長調→C dur あるいはC:，イ短調→ a moll あるいは a:．
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 ・ 7 ～ 9 中声部は，和声的支えとなる音を鳴らした後，休止する．
 ・ 7 ～ 9 下声部は，（a）（a）（c）（

b

）と続き，短2度下行と短2度上行の動きの後，
g moll の主音に落ち着く．

 ・ 7 ～ 9 の間，c dur から g moll に転調している．
　主 題
9 ～ 13  ・ 9 ～ 13 上声部は， 8 ～ 9 下声部のように短2度下行と短2度上行の動きをし，

休止した後，g moll で（T）を奏でる．
 ・ 9 ～ 13 中声部は，g moll の主音の後（ c）（d）（ c）を続け，上声部に（T）が

出てくるときは，和声音を鳴らして，（T）を和声的に支えている．
 ・ 9 ～ 13 下声部は， g moll の（T）で始まり，（c）（d）（ c）と続く．この（T）が，

（T）としては，最低音域である．
　間奏3
13 ～ 15  ・13 ～ 15 上声部は，間奏1の中声部と同じことを g moll で行っている．
 ・13 ～ 15 中声部は，間奏1の下声部と同じことを g moll で行っている．
 ・13 ～ 15 下声部は，間奏1の上声部と同じことを g moll で行っている．
　終 止
15 ～ 18  ・ 15 ～ 18 は，間奏3が間奏1を声部を変えて模倣しているように，間奏2を模倣

しているが，終止に向かうため多少の変化をしている．
 ・ 15 ～ 18 上声部は，間奏2の中声部にあたる動きをしているが，前半は休符を多

用し，リズミックな動きとなっている． 18 に入ると，（ c）のリズム的に拡大さ
れた（ c×）が落ち着いた動きをし，g moll 主音に納まり，第1部を終止させて
いる．

 ・ 15 ～ 18 中声部は，間奏2の下声部にあたるが，後半，休符やシンコペーション
を用いて，切迫感を出している． 18 では，（ c/）（ c/）の動きの後，g moll の
V79) の和声音を鳴らした後，g moll 第三音に終止している．

 ・ 15 ～ 18 下声部は，間奏2の上声部にあたる．間奏2と比べて際だった変化はな
いが，（ c/）の最後のD音は，第1部における最低音である．そのD音の後休符
があり，その後，（c/）（c/）（c/）（ c/）と続き，g moll 主音で終止している．

第2部
　間奏4
19 ～ 22  ・ 19 ～ 22 上声部は，（a）に続いて長くのびるDes 音，（a）に続いて長くのびる

As 音と同じリズムで繰り返された後，（ c/）（ c/）（c/）（ c/）（c/）（ c/）とめまぐ
るしく十六分音符で動き回り，Es dur の第三音に落ち着く．

 ・ 19 ～ 22 中声部は，（a′）を休符ではさみ，（ c/）（ c/）で降下した後，19 ～ 20

09） 和音記号の和音の度数は，大きい字体のローマ数字（音度記号）で表し，和音の形体は，アラビア数
字（形体指数）で表す．例　一度の和音→Ⅰ，属七の和音→V7
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の上声部を模倣している．
 ・ 19 ～ 22 下声部は，（ c/）（ c/）（ c/）（ c/）を休符ではさみ，上声部に（ c/）が出

てくるところは，逆にリズム的に拡大した（ c×）（ c×）を置き，上声部と中声
部が付点二分音符でのびているところに（c/）（ c/）と，十六分音符を配している．

 ・ 19 ～ 22 の間，g moll から f moll を通って，Es dur に転調している．
　間奏5
23 ～ 24  ・ 23 ～ 24 は，間奏1を変奏している．
 ・ 23 ～ 24 上声部は，（a）がリズム的に変化した（a′）に付点二分音符が続く形が

2度の差で，ゼクエンツしている．これは，間奏1の下声部の変奏である．
 ・ 23 ～ 24 中声部も，23 ～ 24 上声部に似た形でゼクエンツしている．これは，

間奏1の上声部の変奏である．
 ・ 23 ～ 24 下声部は，・23 ～ 24 上声部・中声部の静と動が逆になる形で，両声部

が付点二分音符でのびているところを（c/）（ c/）で動き回り，これもゼクエン
ツしている．これは，間奏1の中声部の変奏である．

 ・ 23 ～ 24 の間で，Es dur から c moll に転調している．
　間奏6
25 ～ 27  ・ 25 ～ 27 上声部は，（ c/）（ c/）の後，和声を支える和声音を自由に鳴らし，（d）

をリズム的に拡大した（d ×）を配し，c moll の主音に落ち着く．
 ・ 25 ～ 27 中声部は，休符の後，上声部の流れを受け継ぐように（ c/）（

c
/）が流れ，

（

b

）（a′）（ c）（d ×）がそれに続き，c moll の第三音に納まる．
 ・ 25 ～ 27 下声部は，長音の F音，Es 音の後に，これも中声部の流れを受け継ぐ

ように（ c/）（ c/）が流れ，（c ×）と続き，c moll の主音に納まる．
　間奏7
28 ～ 29  ・ 28 ～ 29 は，間奏5同様，間奏1の変奏である．
 ・ 28 ～ 29 上声部は，休符を挟んで，2度の差がある二つの（a′）がゼクエンツす

るように現れ，中声部の動きを受け取るように，（c/）（ c/）がそれに続き，終止
へと進んでいく．これは，間奏1の上声部の変奏である． 29 後半は，間奏1の
中声部を受け持っている．

 ・ 28 ～ 29 中声部は，休符の後，（c/）（ c/）（a）（a）と続き，終止に入っていく．
これは，間奏1の中声部の変奏である． 29 後半は，間奏1の下声部を変奏して
いる．

 ・ 28 ～ 29 下声部は，（a）（a）と動き，その流れを中声部に引き渡して，終止まで
は休符となる．これは，間奏1の下声部の変奏である．

　終　止
30 ～ 32  ・ 30 ～ 32 は，第一部の終止同様，間奏2の変奏である．声部の役割も間奏2に準

拠している．
 ・ 30 ～ 32 上声部は，長くのびる c moll の主音の後，下声部の（c）の後半を補強
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するような動きをして，c moll の属音で立ち止まり，中声部の（c/）を引き継ぐ
ように（c/）で一気に1オクターブ駆け登り，カデンツに入り主音に終わる．

 ・ 30 ～ 32 中声部は，休符と和声を支える動きした後，（c/）（ c/）（c/）で属音に
停まり，カデンツから E音，すなわちピカルディ三度に入り，この曲を長三和音
で終止させている．

 ・ 30 ～ 32 下声部は，（a）（a）（c）の後第三音に停まり，（ c/）で駆け下りた後，
カデンツに入り主音に終わる．この最後の音が，この曲の最低音である．

　演　奏　解　釈　（譜2参照）
テンポ
 テンポに関して，諸校訂版10) は，表Ⅰのような指示をしている．

表Ⅰ　諸校訂版における「Sinfonia 2」のテンポに関する指示
校　訂　者 テンポに関する指示

Hans Bicshoff
Ferruccio Busoni
Carl Czerny
S. A. Durand
Vilém Kurz
Julius Rötgen
井口基成
千倉八郎

Andante con moto
Moderato con moto
Allegro vivace
Con moto
Andante con moto
Andante con moto
Andante con moto
Andante

♩.=60

♩.=100

♩.=72

♩.=58

 また，内外10人の演奏時間は，表Ⅱのとおりである．

表Ⅱ　諸演奏家における「Sinfonia 2」の演奏時間
演 奏 者 録 音 年 楽　　器 演奏時間

Aldo Ciccolini
Christoph Eschenbach
Glenn Gould
Tatyana Nikolayeva
András Schiff
高橋　悠治
田村　　宏
Kenneth Gilbert
Gustav Leonhardt
Helmut Walcha

不明
1974年
1963～64年
1977年
1982～83年
1977～78年
不明
1984年
1974年
1961年

ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
チェンバロ
チェンバロ
チェンバロ

1′ 48″
3′ 04″
3′ 05″
2′ 27″
2′ 09″
2′ 47″
2′ 07″
2′ 14″
1′ 43″
1′ 42″

10） 各校訂版及び，各CDの出版については，本小論の「参考文献・参考楽譜・参考CD」の項を参照のこ
と．
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 どの演奏も，おおむねゆったりと大らかに演奏している．グールドとヴァルハでは，1′
23″ の差があるが，ヴァルハも決してスピード感のある演奏ではない．演奏時間においては，
エッションバッハとグールドは，ほぼ同じ長さであるが，エッシャンバッハの整然とした美
しい演奏に対して，グールドは自由にテンポを揺らした奔放な演奏となっており，全く異な
る表現をしている．
 筆者は，「Andante ♩.=63」というテンポをとる．少しゆったりめの Andante で，c  
moll ではあるが，深刻な雰囲気はなく，甘やかに cantabile な表現をしたい．

　アーティキュレーション
 全曲を通じて，legato に演奏する．区切りを感じるところには（｜）を，ブレスがほしい
ところには（∨）を，「譜2」に記した．

　装飾音
 装飾音は，長い音符をトリルで演奏する以外には必要を感じない．トリルの奏法は「譜2」
に小音符で記した．

　各部分における演奏解釈
1 ～ 2  ・mf で，始める．
 ・ 上声部（T）は， 1 7拍めの G音に向かって少し cresc. し，この G音を少々

ten. する．このG音が，（T）のクライマックスである．続く 2 は，6拍め，7
拍め，8拍めの減7度の音程にエネルギーを感じるように，cresc. と dim. する．

 ・ 下声部は，1 の最初のC音でしっかり（T）を支え，2 に向かって軽く cresc し，
2 は，リズムを楽しむように流して， 3 の C音に納める．

3 ～ 4  ・ 1 ～ 2 より少し控えめにして，mpとする．
 ・ 上声部は，音の上行下行に合わせて，少し cresc. と dim. する．
 ・ 中声部は， 1 ～ 2 の上声部に準じて，mpで（T）を奏する．
5 ～ 6  ・ 3 ～ 4 に引き続き，mpで奏する．
 ・ 上声部は，6拍め7拍めの7度音程を意識して少々 dim. する．
 ・ 中声部の十六分音符は，音の上行下行に合わせて，軽やかに美しく cresc. と

dim. する．
 ・ 下声部は，八分音符の上行に合わせて，少々 cresc. する．ただし，上声部同様，

6拍め7拍めは，7度音程を意識して少々 dim. する．
7 ～ 9  ・ 7 から cresc. し， 8 は少し強めのmf を響かせ， 9 は dim. して間奏2を静か

に納める．
 ・ 上声部は， 7 では，八分音符に対して4音入れる三十二分音符のトリルを11拍

弾き，最後の12拍めは，八分音符で Es 音を弾き， 8 の Es 音とタイで結ぶ．
上声部の十六分音符の動きは， 8 では豊かに響かせ， 9 では静かに納める．
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 ・ 中声部は，リズムを楽しみながら，和声を支える動きをする．
 ・ 下声部は，八分音符で cresc. し，付点四分音符で上声部を支える．
9 ～ 13  ・ f と mf で， 1 ～ 4 に準じた演奏をする．前半の下声部の（T）は，豊かな低

音の絃の響きを楽しむようにする．
13 ～ 15  ・ mf で，5 ～ 6 に準じた演奏をする．c moll から g moll に転調していることと，

十六分音符の動きが上声部にあることにより， 5 ～ 6 より，幾分華やかな雰囲
気を出すようにする．

15 ～ 18  ・ おおむね 7 ～ 9 に準じた演奏であるが，cresc. は f までもっていく．十六分
音符の動きが下声部に移ることによって，迫力が加わる．そのことを意識した音
を出したい． 18 の終わり近くは，dim. しながら，少々テンポをゆるめ第1部を
納める．

19 ～ 22  ・ P で，奏する．この間にこの曲最大のクライマックスがある．それを Pで美し
く表したい．

 ・ 上声部は，19 6拍めと7拍めのDes 音を大事にしたい．このDes 音で，g moll
から f moll へと急激に転調する．意表をつく転調であり，非常に美しい転調で
ある．それをDes 音で充分感じたい．  19  20 の八分音符の動きにそって自然に
cresc. する．  21  22 の十六分音符は，その上下の流れに沿って自然に cresc. と
dim. する．それは決して大げさにではなく穏やかに行う． 22 の最初のC音が，
この曲最大のクライマックスである．強い音ではなく，丁寧に弾くことによって
クライマックスを表現する．

 ・ 中声部は，19 ではリズムを楽しみ，20 では十六分音符の流れを楽しむ．  21  22
は，上声部の 19  20 を模倣する．

 ・ 下声部は， 19  20 では十六分音符の流れを楽しみ， 21  22  ではリズムを楽しみな
がら，和声的に上の二声を支える． 22 後半の十六分音符は，次の間奏6への橋
渡しにように流し，クライマックスの余韻を漂わせる．

23 ～ 24  ・ 5 ～ 6 と 13 ～ 15 に準じた演奏であるが，十六分音符が下声部に移ったこと，
また，上声部と中声部が高音域にあることで下声部との距離が広がったこと，こ
れらにより，第1部の時より迫力と華やかさを加えてに演奏する．そして，この
間に cresc. し，次の間奏7の頭を f で迎るようにする．

25 ～ 27  ・ f で，始まる．十六分音符の下降する流れを上声部，中声部，下声部と受け渡し，
下声部のところでは，少しを dim. かける． 27 の最後では，ほんの少々テンポ
をゆるめ 28 の頭に一旦落ち着く．十六分音符以外の音は，リズムの変化と和声
を支える役目を負い，主張することはしない．

28 ～ 29  ・ おおむね 5 ～ 6 ，13 ～ 15 ，23 ～ 24 に準じた演奏をmpでするが，13 ～ 15

や 23 ～ 24 よりは，控えめな表現とする．
30 ～ 32  ・ 7 ～ 9 と 15 ～ 18 に準じた演奏であるが，cresc. は mf どまりとする． 32 か

らは，テンポをゆるめる．上声部と下声部は十六分音符の動きにそって cresc.
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する．次に続く八分音符と四分音符の動きは，音量は控えめとするが，堂々とし
たテンポとし，美しくピカルディ三度を響かせ，この曲を閉じる．

お　わ　り　に

 「Sinfonia 2」は，c moll であるが，深刻さや悲劇性はなく，むしろ，甘やかでロマンチッ
クな曲である．32小節の間に，テーマはたった4回しか現れず，第2部には，テーマが出て
こない珍しい曲である．しかし，一見自由に見える間奏は密接な関連性を持っており，それ
は，非常にバッハらしい緻密さで構成されている．
 テンポに関してであるが，内外10人の演奏家は，誰1人として，Allegro vivace に感じさ
せる演奏はしていない．一時期，日本で出版される「バッハ・インヴェンションとシンフォ
ニア」の楽譜のほとんどは「Czerny版」に準拠していた．その「Czerny版」では，この「Sinfonia 
2」を Allegro vivace としている．これは，何を意味しているのであろう．日本が西洋音楽
を教育に取り入れ始めた頃，楽譜の入手，エディションの選定は，どのように行われていた
のであろうか．また，ツェルニーと言えば，ベートーベンの弟子である．ベートーベンは，
バッハについて，どのように弟子に伝えていたのであろうか．いろいろ興味をそそる現象で
ある．
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譜1　「Sinfonia 2」BWV 788 1 ～ 32　（楽曲分析）
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譜2「Sinfonia 2」BWV 788 1 ～ 32　（演奏解釈）
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